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第3章調査の記録
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第2節
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長野1遺跡

フラスコ伏土抗

半銭状況(商から)

長崎 日遺跡

井戸総校出状況{隔地・も}
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第2節遺跡確認調査

( 5 )主要地方道本荘岩城線ふるさとづくり

門寺茶畑遺跡・向山遺跡

1 遺跡所在地 由利郡岩城町亦王子字向山 10… 6、48… 2外

2 確認調査期間 平成 13 年 11 月初日~ 12月7日

3 確認調査対象面積 7，200 

4 工事区域内遺跡面積 3，600 

5 遺跡の立地と現況

a 寺:J{主

確認調査対象区は岩城町南極IJの赤予j由民にあり、 TR羽越本線羽後亀山の東約2km、匡!道?

から束約3.5kmに校置する。調査対象範聞は、亀i壬I~審主の菩提寺である龍円寺山内をはさん

門寺茶畑地区)と西(向山地区)の両側にわたり、ともに、衣J11およびその支流により間析された標

20 ~ 30 mの段丘上に丘地する

本;遺跡の周辺には、南西の天鷺~~や東の古館遺跡をはじめ!こ|二1I止の館跡が多く、史跡保存を目的とし

た がつくられている。

ら

全域がスギとササを中心とした伐採済みの山林である 0

6 確認調査の方法

計画路椋に平行および直交する方向に 1mrlJ高のトレンチを し、通し番号を付した。また、

を西側台地(第 1~ 3 ・ 21 トレシチ)、東側台地(第 4~6 ・ 11 . 12 . 22 ~ 30・32.33トレン

チ)、沢地(第7・13~ 16・31トレンチ)および東側平坦部(第8~ 10・17~ 20トレンチ)の 4地区

に区分した。

西側台地と東側台地の範囲では、入力でトレンチを掘り進め、

本数を増やして広がりを確認した。沢地および東側平坦部では、

行った。

の密な区域ではトレンチ

によりトレンチ掘削し、精査を

686 rぜで、調査対象面積の9.5%にあたる。

と認めた部分についてはその種別を確認するように努め、平面図作成およ

により百己S表した。出土した遺物はトレンヰ名と出土地点を言己3去した

7 確認調査の結果

a 

(10YR3/3)。

(10 Y R 3 /2)。

(10 Y R 3 / 1 )。

仁、 5 ~ 25 C111n 

E 

第田

5 ~ 13 C1110 

o ~ 10 CIl10 
(10 Y R 5 / 3 )。 遺物

YR8/6) 111コ

( 
) 

〈

v 10 ~ 40 Clllo 

層一一、、、

第5トレンチにおける層序は|二記のとおりであり、調査区内各層序はこれに準じる。調査区の西側

台地と沢地西側斜面は比較的層厚があり、その他の地区は後世の削平により、第 I~III層の堆積

-Hn-



第 3章調査の記録

い。また、東側平坦部では約 1m掘りドげると

のn立石が含まれている。

b i検出遺構と出土遺物

した。こ には比較的良質

西側台地では、 5条の溝跡が等高線に沿って検出された。東側台地では、台地縁辺部を，[…i心に

住民跡2 をはじめ、ごと坑9基、柱穴椋ピット 11 が検出された。東側平調部では遺構は検出されな

かった。

遺物は、竪穴住居;誌が検出された区域を仁[=1心に、縄文時代前期の[-.・石器が出土した。また、沢

地西側斜面には縄文時代前期の包含層が良好な状態で残っていた。東側平坦部では石器2点が出土し

たが、調杏!ベ北'fWJ奈からの流れ込みと考えられる。

8 所晃

a 

縄文時代前期の集落跡と される。

も 還携の範揮と

遺跡は調査対象範囲内の西側台地・東側台地およびそれに続く沢地西側斜面の3，600ぱと考えられ

る。沢地の東側斜面以東も遺跡であった可能性は高いが、後tl:tの自Ij平が地山にまで達しており、

がまったく検出されなかったことから、遺跡範囲から除外した。

なお、地番10-6外の東側台地を中心とする箇所は周知の遺跡 l龍F'J寺茶畑遺跡jとしたが、地番

48 -2外の西側台地部分については、新発見の遺跡「向LL!遺跡Jとして新たに遺跡登録を行った。

c 発掘調査時に予想される遺購と遺物

門寺茶JIII遺跡からは、縄文時代の竪穴住居跡 3~5 軒程度、土坑・柱穴傑ピットが数十基程検出

されるものと思われる。また、沢地西側斜面部の遺物量が多いことから小規模な捨て場の存在も

される。遺物は、台地縁辺部と沢地を中心に縄文時代前の土器・石器が出土すると思われる。

向山遺跡からは、 に沿って溝状遺構が検出され、縄文時代の遺物が出土するものと予想され

る。
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遺跡確認調査
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飽mi'茶畑遺跡
遠景(耳lからl

I向山遺跡:

濡勝検出状況(f.I:jから}

総門寺茶畑遺跡

!tl穴住J.y跡内
造物出よ状泌H巨から}



第2Ei日 遺跡確認調交

( 6 )主要地方選本荘西仙北角館線地方道道路改築事業

常野遺跡

1 遺跡所在地

2 確認調査期間

3 確認調査対象笛積

4 工事区域内遺跡面積

5 遺跡の立地と現況

仙北郡西イ1I1北fIlJ寺館字常野20外

平成 13年11月7日(水) ~ 11 )=J 19日(月)

3，200 

2，315 mC 

a 

l土、 JR奥羽本線メリ手n野駅からに約3.8kmに位買する ο 遺跡から約1.5 km束に、

ら北西方向に雄物111が流れている。また南西約2.1kmには、東北横断自動車道秋田線が南東一北西に

伸びている。本遺跡は、標高約 20.~ 21 111の平坦地に立地する。

b 議j克

畑地と一部水EHで、平担でで、ある G 今同の調査範問のほlぼま仁l

横断してお lり7、その世凶i1似側H印別(1出IJは水出でで、、 束1担仰側H印則IJはt対如畑11間H地でで、ある O イ付知畑:1担判H出H日j地也と水匠田iの a引音剖|日:は;羽利耕司司非1:作しておらず、

となっていたc

6 確認調査の方法

計画路線に沿ってトレンチを にほぼ均等IIJ高に南・仁j二1.北の 3本ずつ、 19 

切りパケットを装着したパックホーを使用して掘削した。その後トレンチを精査し、遺構事選物の

を慎重に行しミ記録したG ただし調査区内は 1+1央杭をはじめ多数の杭が設置されており、

水路・農道.f匿なども現況保存が必要なため、トレンチは現況に応じて設定した。そのためトレンチ

の長さは最大で約32.5111、最小で約5.5111で、ある。

は、水路を扶み西側を西区(水田と水旧跡)、東側を (畑地と東端部水田)として分けた。

トレンチ番号を西区トレンチ番号 1~ ア、東区トレンチ番号 1 ~ 12と付した。

確認調査における試掘面積は、西区約230 ，東区約380nイで、全体の対象面積の 19.0%にあたる。

7 確認調査の結果

a 

より束i三の方が池山面が若干深くなってはいるものの、地的に大きな変化はなく、

は、 .L-j、…iどのようになっている円

I 10 ~ 30cm 

1 a . bは水田の耕:作土であり、籾殻が混入する

1 cは畑地の耕作土で、地山ブロックを含む。

llJ吾:黒褐色土(10Y R 3 / 1 ) 遺物包含層 層厚15~ 30 C111 

回 (10 Y R 2 / 3) 

百層から地山への漸移層 10~.20cm 

1'.(10 YR  6 / 6) 地I11

西区の一部では水の作用を受け、にぶい黄桂色土(10Y R 6 / 4 )となる。

G
O
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i
 



第31fi 調査の記録

内向iベ両端部(酉 1~ 第 3 トレンチ)では、地山 に向かうて緩やかに{頃斜する。こ

れは遺跡;の存在する台地の綜辺を確認できたものであるコ低校部では、第E層には造物が包含されて

おらず、いわゆる捨て場も形成されていない。西区では、明確な第自!言は確認されなかった。第立

と第百層の境界も不明瞭となっており、この境界部分(厚さ 1~ 2 cm)をil!iJr移層と捉えることができ

るの西|丘第アトレンチでは、地山まで1~1j平されており包含層は存在しなし」遺構確認面において、数

点のJ二十が出土している

内東!天では、京民第 4 第9トレンチにかけて遺構-造物が比較的良好に保存され、まとまっ

て確認された。第E層の下位から第国層にかけて、特に遺物が集中する。 遺物包含層である第H層は

"乙均してお C111であり、第盟層は20C111ほど堆積している。京第9トレンチの十両市訳レベル(第蛮

)から板状土偶)!，の:;:1 点 HI，土しているむ東 1~ 第 9 トレンチでは、 'J:11Iの耕作痕(あるいは作

物の収穫の痕跡)が一部、第五11冒上回に縞;伏に残されている。東区第10~第 12 トレンチにおいては、

地山まで削平を受けていることが明確であり、遺構も確認できなかった。去土に若干の土器小)十が出

したにとどまった。

b 磯出退職と

l土、 出r;zから i二坑2 柱穴16基を検出した。 からは、土坑5 柱穴30基刀、上

を検出し、縄文時代に属すると考えられる土器小破片や石器がII~I コンテナで 1 籍出土した。なかでも、

区土器片集中部の第田層下部から縄文時代中期から後期のものと思われる板状土偶片が、 l点出

した 0

8 所見

a 遺跡の種類

検出遺構と H-'!土遺物から、縄文時代中期から後期にかけての集落跡である o

b 遺跡の範関と

の遺跡範囲は、西区全体と東区畑地と思われる。東端部の水田は削平されており

物は認められなかったため、調査範囲区から除外した。遺構-遺物の検出状況から、遺跡

南側に広がるものと推定される。

c :16'11111嗣主主吋に予想される

縄文時代仁|二から後期の土坑・ を中心に検出されると される。 遺物も当該期の土

需がIJ:'!土するものとjti、われるが、 は多くはないと考える。
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~3事 調警告の記録

常野遺跡

調時筆区ìi1世(~じから }

常町遺跡

トレンチ需j査状況

{州から}

司t野遺跡
サー坑検出状況{西から}
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第2節

( 7 )芋川災害復旧等関連緊急事業

墓蒲崎貝塚

1 遺跡所在地

2 確認調査期間

3 確認調査対象面積

4 工事区域内遺跡面積

本荘市川口字下菖蒲111奇67-25外

平成1.3~.三 8 月 27 日~ 10月5円

18，600 111" 

貝塚の面積

を除く

800 訂以上

4.570 mC 

5 遺跡の立地と現況

a 立;員II

は、本荘市街地の北東部、 JR ;J~J越本線羽後本荘駅から北へ 1 kmで、

流点に位置している。

遺跡の西側を流れる芋}IIと東側を流れる子古川は、現在も蛇行を繰り返しながら、合流点からおよ

!と芋]11の合

そ3kmで、日本海に注ぎ込んで、いて、遺跡は、この両河・JIIにより堆積と浸食を受けた西側丘陵地と東側

低地に立地している。丘陵地は、芋川左岸ーの標高 5~7mの南北に細長い尾根状を呈し、子古川 i

に広がる低地は、丘陵地から東側の子古川に向う標高1.7 ~ 3.5 mの傾斜地で、ある。

なお、菖滞崎貝塚は、昭和50年と昭和 59年に調査が行われており、特に 2回目の調査では、汽水

性のヤマトシジミを主体とする貝層が確認されている。

}) 事長記

丘陵地は、東西30~ 40 m .南北約180mの広がりがあり、北側が標高 7m程、南側が標高5.5m程

の細長い平坦面になっている。また、その南端は両河川の影響で細長い傾斜地になっている。丘陵地

の北側は、墓地として利用され、その東側斜面は墓地の造成に伴う棚状の掘削が随所に見られ、丘陵

地の南側は畑地として利用されていた。墓地を除く丘陵地は、竹や雑木・雑草が生い茂った荒地になっ

ている。調査区北東側緩斜面や低位百も荒地となり、雑草が生い茂っている。

6 確認調査の方法

貝塚の範囲や さを正確に把握するため、昭和59

した。丘陵地では、丘陵に沿うように基準のトレンチを設け、

れに直行するトレンチを、貝塚をすために北側よりも多く

も考慮してトレンチを

されている南側地区では、そ

した。また、低依田においても同じ

目的で、貝塚に近い子古川沿いに多くのトレンチを設定した。

、トレンチ内を重機で掘削した後、遺構確認面もしくは地山面を し、貝層や他の遺構・

物の有無を確認した。トレンチは必要に応じて拡張したが、掘り下げ、の不可能な丘陵地では、ボーリ

ング誹|杏も併用した。低位函については、盛土が 1~2mに及ぶため、盛二!二を除去して部分的に

に深く掘り下げる調査方法を採用した。

トレンチは 30

7 確認調査結果

a J特-( ) I付

の全域の地形は、北と南が河川!

における は1.680nrで、対象面積の 9.0%に相当する。

され、 と をi操りしているため、 il!t点によっ

ハれ〉
同
一

J
)
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第3章調査の記録

て基本層序が異なる。したがって、調査区で基本となる鍵層をローマ数字で、それtj、外の層をアルファ

ベットの小文字で表記することにし、ボーリング訓告の成果も併用した。鍵層は、 I}~ヲ去[-_ . II層地

山土 .m層泥炭層・ IV層貝層 .V層宕盤である。基本層序を、丘陵地の南側束斜面(第 3トレンチ)、

同南側平坦面(第7トレンチとボーリング)、同北側平坦面(第2トレンチ北側とボーリング)、同北

側束斜面(第 13トレンチ)、低位面で観察する。

、
/レ

1
h
t
 

つ
1
U
Tよ
汀

以

はJj、下のとおりである

(10 ~ 40 C111) : 

( 2 ~ 2.5 m) :砂質の粘質土で、粘性が強い

a (30 ~ 35 CI11) : 1壬1 5 cmの小礁からなる。

[目前;踏灰色j二-~ 45 cm) :泥炭層で木の葉などの植物が堆積している。薄い砂質土が平行し

て現れ、ラミナ状を呈する。小礁を僅かに含み、粘性が強い。

( 5 ~ 40 cm) :ヤマトシジミを中心とする貝層である。中に暗灰色土が混在する。

b層 R梁層:;(圭 5~ 20 C111の五業層である。

V層暗緑灰色の岩控

貝層の土l土、直!苔泥炭層と類似するため、貝層と泥炭層は|可11寺に堆積したと考えられるιV

は貝層の束1~IJ に認められ、 b 層礁層はお盤を浸食して堆積している。

7トレンチ東側の基本層序は以下のとおりである。

I層にぶい黄褐色土(15~ 30 C111) : 

C J留にぶい黄褐色十ー(10~ 30 C111) :粘性が強し¥ニ3

d層褐色土(10~ 25 cm) :砂質で赤色粒を微量に含み、ぅfr~ît1 7J:;強い 0

el胃貰僧巴工(15~ 20 cm) :砂質で、粘性は強し 10

f層褐色土(10~ 30 C111) :土師質の細片を 炭化物粒が多く、粘性が強い。

gJ曽ドふい頁i笥巴工(5 ~ 10 cm) :粘性が強いo

E層黄褐色士:地山土で、粘性が強い。

ーリング調査の結果では、 E層地山土に相当する層が3mあり、下に砂質土が1m、V と

続いている。

③第2トレンチ北1NIJの基本層序は、ボーリング調査成果も加えると、以下のとおりである。

I居福1出:卜(10~ 20 cm) :耕作土で粘性が強い。

h層褐色土(15~ 20 cm) :粘性が強い。

(10 ~ 20 cm) :粘性が強い

( 1 0 ~ 15 C111): 2層よりも明るし )0

k層階褐色士(30~ 35 cm) :粘性が強い。

( 5 ~ 15 C111) :粘性が強いo

H屑賀福魚士:地山で粘牲が強い。

cm) :有機物屑で粘牲が強いo

hJ日昔褐トト~[f百"以降と考えられる

地山土に相当する層が6mあり、下にV

ある。ボーリング調査の結果では、立

く。 II署地山土の下部、標高1.3mには約20C111 
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の111層有機物層があり、

北側に約90 オしている。

を形成していた時期の可白色性が高い。この有機物層は、貝塚の中心から

、
/レ、っ、υ

1

1

i

γ

2

3ム

は以下のとおりである。

( 5 ~ 10 cm) :砂質の表土。

褐色土(10~ 30 cm) :砂質土でやや粘性が強い。n 

。1間 I宙開巴工(10.~. 20 C111) :炭化物粒を徴最含み、粘性が強いゥ
1) 1宮間巴_~l二(1 0 ~ 20 C111) :炭化物粒を微量含み、粘性が強いo

ql開 I1百間出1二(15~ 20 C111) :炭化物粒を多量に含み、 地山粒を少量含むむ迅o l才村料粘~Iず千竹11出!ihir刊げî l刊げt性f1ヂ

日層苦詑褐;i♂f仏f伍主土:リ3地色出L1I土でで、粘性が強いO

pJ百が、 1I1I日:の包含層と考えられる。

は概111各以下のとおりである。

I で、ゴミやコンクリートを含む。

rJ曽宵j火円七 (1~5m): 砂質で粘性が強い。

なお、ボーリング調査は、任陵地沿いを中心に 6箇所実施じた。このうち、第4トレンチ東側、

6トレンチミド担部と西側で、民層が確認できた。第2と第10トレンチの交点では、有機物屑を確認し

てし=る。

る 検出遺構とw二i二遺物
縄文時代(貝塚):貝層は第 3~6 トレンチと第 14 ・ 15 ・ 21 トレンチで確認した。昭和 59 年度の調査

では第 14.15トレンチまでの広がりが確認されてお l人今回の調査結果から貝塚のiよがりは、!日支j也

南側の東西20m以上、南北47m程の面積800訂以上の範囲と考えられる。第3トレンチでは、日層は

E 層地 111 土の下にあり、芋川寄りの第 4 ・ 5 トレンチでは表土から 4~5m下で、確認で、きた。

21トレンチでは、只層と同じ深さから縄文時代早期末~前期初頭の土器や石器が多数出土し、木

の葉などの植物遺体も認められた。また、第5トレンチ西側では、 に近し から クル

ミやクリなどが出土している。

平安時代:第8・4トレンチからは、竪穴状遺構や柱穴様ピットを検出しており、平安時代の遺構と

えられる。第;5 ~アトレンチからは、平安時代と考えられる土師質の土器細片が僅かに出土した。

中世以降:丘陵地の北端東斜面や調査区北東側緩斜面からは、土坑や多くの柱穴様ピットの他に、削

しい窯t}~遺構や鉄浮を含む+.坑tJとの鉄関連遺構などを検出した。第 13 トレンチの土坑からは、

Ii--I陶器査の破片が出土した。当地区の q 層階褐色土には炭化物が多量に含まれ、 I~IJ世の生業との関

わりが知定されるのまた、第16トレンチ付近の分布調脊の際も、仁I::{-世のものと考えられる陶器片が出

している。

丘陵地北側の最も高い部分は、最近まで墓地として利用されていた所である。第2トレンチでは、 d

を確認函とする多くの土坑墓が検出された。土坑墓の 11屈は径 1m前後の大きさで、平面形は

円形も L< Lii古円形と怨定された。土坑墓からは、頭骸骨や大腿骨、頭髪が出土した。底面に、数cm

で
いベ
C した腎の認められる 呂立った。これらは十ー葬を行っていた状態を示しており、

までj切ることカキiJ明した。克ァ函宝が出土したことで、

1 r口
j_¥)u 



第3

8 所見

a 遺跡の種類

縄文H寺代早期末~前期初頭の貝J家、

査区北東側緩斜面に営まれている。

b 遺跡の範i閣と工事i豆域

縄文時代:縄文時代の貝塚の広が川土、丘陵地の南側約1/3の範囲にあたる約800訂以上と推定される

中ii:tにかけての集落、近以降の墓域が、正陵地及び調

丘陵地は、貝塚形成後に子古川のipI成堆積物が覆った地形が、 !と芋J11の浸食によって形成されたも

のである。確認できた貝塚の最高位は、東側第21トレンチの標高0.75111で、あり、貝塚は全体的に東から

西側に傾斜し、芋川の川底にも広がっている可能性がある。また、第2と第10トレンチの交点、のーリン

ら、貝塚に関連する有機物層が、丘陵地の下に!よく存;在するロJfj~T:rか i白 \;ìO

平安時代:平安時代の遺構・遺物の広がりは、丘陵地の南側約の平坦面にあたる1，090 r古の範囲で、

ある。

中世以降止の遺構・遺物は、丘陵地北側の東側斜面及び剥査区北東fNIJ緩斜面に広がっていることが想

定される c さらに近i任以降の調査範囲は、丘陵地の北側約の平坦を中心にじた地区である。これら

中世以降の遺跡範囲は3.480meで、ある。

遺跡の範囲は、丘陵地の下にある貝塚と、丘陵地及び調査区北東側緩斜面の表層にある平安時代.1--)、昨の

遺跡、を合わせた5，370ぱ以!二である。

した工事区域は、遺跡のある表層から、貝塚最高位と圧陵地北側の有機物層に l

した深さまでを掘削するが、その広がりは正陵地と調査医北京緩斜面を合わせた約7，700nイの範

i主!と想定される。

c 発掘議査時に予想、される遺構 a 遺物

縄文時代:貝塚はヤマトシジミを主体に密な堆積状態にあり、縄文時代早期末~前期初頭の土器や石器

出土すると考えられる。また、坪掘りやボーリング調査でクルミ等の種子が見つかっており、

機質の遺物が良好に存在していることも予想できる。貝塚の確認面は、丘陵地を形成した地山土(河成堆

積物)の下にあり、貝塚に関連する縄文時代の遺構や遺物が、貝塚北側にある丘陵地の下に広がる可能性

カTある。

平安時代:平安時代の遺構の実体は不明であるが、丘陵地南側の平坦面にある早穴状遺構や村穴様ピッ

トの存在から、少数ながら遺構や遺物の広がりが想定される。

中世以降:中世では、丘陵地北側の緩斜面から調資区北東側援斜面にかけて、まとまった数の遺構・遺物

の検出が予想される。この範問は、斜面地であること 見つかっていることから、

1といえる。

近世以昨の土坑慕は、丘陵地の北側高位面に多く見つかっており、その東斜面にも

骨の遺存状態が比較的良好なため、多くの人骨が出土するものと予想される。

貝塚は、これまでに発見された福井県鳥浜貝塚、滋賀県粟津湖底遺跡、国指定史跡の

よりも規槙が大きし太平洋沿岸に所在する諾貝塚以外では、現在のところ、

される。人

1年代である。 つに や:遺存状態の良好な有機物層が認められ、 jえ

にも極めて貴重な遺跡ということができる。塚から二|凶作 も予想されることから、
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~濡崎県涼
貝塚の迷畳(雨量百昔、ら)

醤前崎貝塚

m3トレンチの貝塚と
丘絞J事{南東から}

~緒的貝塚
第3トレンチの貝騎l折衝

(術聞から)

~"; 2鵠遺跡線認111壷
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菖蒲附貝塚

第21トレンチ調査風景
{濃から)

高目指f崎貝塚
第2Jトレンチの貝栂と
遺物的/11土状況

(硝J/(から}

省高障崎貝塚

第131-レンチの中世の

土抗と主主穴{北西か'>J



第2fiIj 遺跡(i~守主調査

( 8 )担し (土崎小荒川地区)

なかやしき

中震敷11遺跡

1 遺跡所在地 仙北千住l][nJ土11111字中屋敷25外

2 確認調査期間

3 確認調査対象面積

l 次確認調査:平成 13 年 10 月 17EI~11 月 2 日

第 2 次確認調査:平成 13 年 11 月初日~ 12月7日

68.000 m
C 

4 工事区域内遺跡面積

5 遺跡の立地と現況

a 

54，500η丁

1_1-1犀敷 E 遺跡は、千畑町役場の沼市西約 1.0km 地点にあり、真昼JII ・釜 ~J::j川合成扇状地の扇端部に

はj可成流堆積物からなる山麓沖積平野であり、南市土壌は細粒褐色低地土または

ボケ土で、あり、完新i止早期の所産と推定されている

1.5klll地点の、丸子JI!と釜淵JlIに扶まれた倣高地上には縄文時代l二!こ!期と

ある内村遺跡があり、西北西方向には、約 1.0km地点に平安時代の祭記遺跡である厨J11谷

地遺跡が、約 2.0klll

b 現況

には国指定史跡払 1::1::1柵跡が立地する。

のほほ全域が水田として利用されている に隣接して民家があり、水田の

はハウス栽培による'):111作がおこなわれている。 地形は、ほほヤj主であるものの東側がやや高く、二!と

東端の地表商標高は 17.9mである c 最低{ずは二!ヒ丙211jで、 1111，表面標高は 43.1111で、ある n

5 確認調査の方法

、10fJ 17 LI ~ 11月2日に第 l次調官を実施し の結果、

であることが判明し、その周同にも

月 26 日~ 12月7日に第 1次調査対象Kの北、およ

をおこなった円

1次調査@第 2次調査とも、地形を考慮してトレンチを

削したのち、遺構確認面もしくは地!I!而を精査して-，青木fl'1:. i昔物の

における試は6.660nf(第 1

9.8%に相当する。

3. 170 m"、第 2

7 

a J菩淳一( )内は層 a ー

110トレンチ南側の基本層j亨はLJ、1'-のとおりであるり

I層耕:作 1-.(10 ~ 20cm) 

日層 IJ音色仁 (10~. 20cm) 

困層 黒褐色二i二(10~ 20Clll)遺物包含層.iiljJr移層

地LL!こi二

OOOnイ}

あると判断されたため、 11

000 m")について第 2次調

または入力により

した

を掘

2，490 nt')で対象面積の

2 軒確認されている第 110 トレンチでは、第 I 層 I~-I¥i: 第冨で小擦がみられ、

，rーァィー、
II ノ_._，ムd



第3章 j局者の記録

時代 rl~l 共5 に属する土器が第 E 層から第E層にかけて出土してし h るの

第96トレンチ北側で、は、第H層が場所によって30C111程度と厚く、縄文時代!判明の土器をともなっ

ており、田層土は欠失している。

第38トレンチでは、耕作土が40--50 C111と厚く、困層土はにぶい黄程色細砂まじり黒褐急土で、多

量の縄文時代晩期の土器・石器とともに、クリ・クルミ等を包含する。

を概観すると、扇状地扇端部に位置するため、地111二仁は非常に変化に富んでい

る。粘土およ を占めるが、全体の 1/4--1/3は地山面を砂もしくは礁が被覆する。ま

た、それぞれについてグライ化をうけている笛所、そうでない筒所が入り組んでいる。 湧水する

もあり、衣土除去にあたっては細心の注意が必要である。

b 接出遺構と

第 l次調査対象 (第 1~. 4 . 28 ~ 51トレンチ)では縄文時代晩期の竪穴住居跡8軒、二!二坑17

捨て場 1箇所などを検出している。坑のなかには配石をともなうものも 1

り、周囲からは精製土器や石剣なとマがt-Bこ!二しているので配石墓の可能性もある。

1次調査対象区西側(第 5--27 ・ 52.~ 60トレンチ)およびそれに隣接する第2次調査対象区(

64 --78トレンチ)では、平安時代に滞属する竪穴住居跡4軒、土坑30基、焼土遺構 l基などを検出

している。

2次調査対象区南側(第84--110トレンチ)では、縄文時代中期

十舎で 1箇所などを検出している。

また、調査区南東の第102トレンチから第96トレンチ方向へ北流し、第82トレンチを経て第70ト

211汗、 35 

レンチ方向へと流れる旧河.111があったものと考えられる

出土した遺物は中コンテナ換算で縄文上器9箱、土師器'須恵器各数点、石器ト数点、陶磁器包

数点などである。縄文土器は捨て場を仁ド心に中期末葉の一一土器および晩期前葉の土器に属するものが

よど!こj二している。石器には:行錯;・石匙舎石錐ー石箆などの剥片石器や!喜石斧のほか、石川 .1耳石などの様

石器が出土している。土fl市器・須恵器も出土しており、土師器士千二・斐などのロクロ使用痕から 9世紀以

降の所産と判断される。陶磁器は近世幻、降に属するものがほとんどである。木製品もわずかで、あるが

出土した。他にはクリ E ク}vミなどの堅果炭化物が出土しているの

8 所見

a 遺跡の麓類

縄文時代中期・晩期の集落跡および平安時代の集落跡の複合遺跡である o

b 遺跡の範醤と

の は10，000 ある。 他の44.500 m~ は、 あ

る口

C 

、縄文時代 10数軒、他に土坑、 てなどが検出さ

れるものと予想される。また、平安時代の遺構が確認される可能性がある。

は、縄文時代の土器・石器、古代以降の十Ji および遺構内よ

り出土するものと思われる。特に縄文時代の遺物は多量に出上することが予想される。
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( 9 )担い手膏成碁接整備事業(舘合地区)

おおみない

大見内遺跡

1 遺跡所在地

2 確認調査期間

3 確認調査対象面積

4 工事区域内遺跡笛積

5 遺跡の立地と現況

a 立;壇

平鹿郡雄物川町薄井字大見内226 1外

平成 13 年 11 月 21 日~ 12 )=J 13日

89，700 

89，700 nず

第2節遺跡時認調査

平鹿郡雄物川IHJは、南北約60km、東西約 15kmにおよぶ横手盆地の南Il1i部にあり、北は大森fflJ. 

雄村、は干鹿IH了、市は 1-文字IHJ'羽後町、 r~は束 [lJ利 IIIJ と接する。IlIJのほぼ司 I央部を、奥羽山系に

j原を発する雄物川が土地を東西に二分するように北流している。雄物川の東部は平坦肥沃な水田地帯、

西部は出羽1[1地のー角を!日める山麓地帯となっているコまた雄物川の七岸沿いに主要地方道湯沢雄物

JlI -1曲線が通じ、 HIJの南部を東西に平鹿郡と由利郡をあ!iぶ 107号が;通じている。

大見 I~}ヲ遺跡は雄物川 IIIJの北東部、北緯39
0

18'14// ，東経140
0

に位置し、雄物川から束へ約 1.9km

のNl積地(標高約43m)に立地している。 遺跡および周辺は、明治~昭和にかけて区出変更に伴う耕

地整理が行われている。

も現況

調査区南側の束三!と分は畑地で、以外は水田である。また、

6 権認謂査の方法

と用排水路が南北に走っている。

確認調査対象地Kに IIJH~ 2 m .長さ任立のトレンチを南北方向に 13 東西方向に 8本の計21

し、パックホーで0~~井作土(表土)を除去した後、人力

で掘り下げを行った。また、必要に正、じてトレンチを拡張して、

は、縮尺200分の lで実測して記録した。

を確認しながら地山面ま

を行った。確認した

なお、南北に設定したトレンチ3本と東丙に した4本は、調査 1--の都合で、断続的に掘り下げた。

トレンチの総延長は2ヲ900111、

7 確認調査の結果

は5，800 m~ で、 6.5%である

a 

I 

E層

盟

l止、 トレシチの土層観察から以

(10 Y R 2/1) :耕作二!二

(10 Y R 2/2) : 

りに分層した。

13 ~ 35c1110 

、切[--により われている。

(10 Y R 3/4) :遺物包含層、切土により一部失われている。

付近に特に;1宝物が集中する。層厚4~ 10cIl1o 

6 ~ 15cIll円

との境界

に粘質土ぬの地山(にぶい黄褐色土 10Y R 5 3)であるが、調査区北西部で、は砂

際混じりの層となっている箇所が認められた。

における遺構碍認而は第五7層の 1--而で、ある。

180 



第3章

b 検出遺構と:Hi二遺物

ii在認できた遺構は、竪穴住居跡24軒、柱穴椋ピット 76基、土坑33主主、溝;1犬遺構49条、性格不明遺

構32基の計215遺構である。検出された遺構の分布状況は、東部地12がきわめて密であり、同ほから

順次疎となっていく。遺構の時期は大半が平安時代のものと考えられる。

出土した遺物は、主に平安時代の土師器・須恵器で、他に縄文土器、 rl-I世以降の向磁器、時期不明

の木製品

である。

8 所見

-柄杓等)などがある。その

設

縄文時代および平安時代の複合遺跡であり、

b 選勝の範顕と

遺跡の章IT[主l'土、

c 

89，700 

さま1る遺欝と遺物

は中コンテナ (54cmx 34cm x 10cm規格)で 18箱分

の集落と者えられる口

ある

縄文時代の土坑、 の!長穴注!苦闘;などの遺構を検l-Hし、 に平安時代の土1':市器、

器が出土するものと子恕される日

101 
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第145図 大見内遺跡確認調査範囲とトレンチ位讃図
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